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病院薬剤師への招待
中小病院紹介版



どのようなイメージを持っていますか？

大病院とは どのように違うと思いますか？

規模の違いが

どういった薬剤師業務上の特徴があるのかを紹介します。

中小病院のイメージ



病院機能の紹介

Facil ity scale
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病院機能の紹介



病院は機能別に分かれる

病院機能の紹介

• 最先端の医療で命を救う（高度急性期）

       特定機能病院・救命救急センター

• 特定機能病院を支える（高度・急性期）

       地域医療支援病院

• 「日常にもどる」を支える（回復期・慢性期）

       在宅療養支援病院・療養型病院



病院は規模別に分かれる

病院機能の紹介

100床未満

（ 26.6％）

300床未満

（50.2％）

500床未満

（16.2％）

500床以上

（6.5％）

日病薬の会員施設の病床規模別割合

（2024.5)

300床未満という規模の病院が

計７６．８％
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比較的コンパクトな病院が多い



ケアミックスという機能

一般病床と療養病床、精神病床、
専門医師配置など
複数の医療機能に対応した
外来・病棟を持つ病院

Acute/subacute/care/support

状態の悪化した患者さんの
緊急入院もしばしば

病院機能の紹介



専門単科機能

専門医師を配置し、
高度な専門治療を担う機能に特化した
外来・病棟を持つ病院

循環器科
脳神経外科
眼科
人工透析
産婦人科などがある

病院機能の紹介



病院・診療所と施設の併設

病院別の特色

病院・診療所 ＋ 介護老人保健施設
病院・診療所 ＋ グループホーム
病院・診療所 ＋ 訪問看護ステーション

何らかの施設を併設し
薬剤師が関与しているケースがある。



コンパクトの利点

Facil ity scale



コンパクトの利点
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コンパクトの利点
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職員同士の距離感が近い

相談しやすい関係性も構築されやすい。

名前で呼んでくれることは期待に応えたい！

というマインドを刺激する。

他職種とクロストーク。

協力関係が構築されやすい。

施設規模がコンパクトなら
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コンパクトの利点



治療での最大のパートナー
医師とも近い

医師ともよく会う。「さっきはありがとう」と。

薬剤部門に直接来てくれる。

（薬の相談、雑談、ドリンクタイムは次の仕事のヒント）

逆に医局にも自ら足を運ぶ。

施設規模がコンパクトなら
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コンパクトの利点



皆で行う業務の協力感

中央調剤、病棟業務、DIという基本業務を総力で対応。

働き方改革もあり、定時退勤をする病院は増加。

プライベート時間を大切にする病院も。

施設規模がコンパクトなら
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コンパクトの利点



委員会活動も兼務やマルチに

医療安全、ICT、NST、褥瘡等、医療的な委員会活動も。

先輩のサポートのもと、兼務やマルチに行われる。

学習や発想も集学的となる。

施設規模がコンパクトなら
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コンパクトの利点



入院、外来、地域医療

医療は地域に広がり、自施設のみでは遂行不可能。

保険薬局、専門病院、介護・高齢者施設、在宅と様々。

薬物治療の切れ目ない情報提供・連携が重要。

逆に外来での薬歴情報の提供をうけることも重要

施設規模がコンパクトなら
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コンパクトの利点



保険薬局は重要な連携パートナー

地域外来医療を支える連携パートナーの保険薬局。

連携に積極的な中小病院が多くあります。

がん、生活習慣病、広域な感染対策、入院後の治療薬の追加、

減薬等、密な情報交換が患者利益に。

施設規模がコンパクトなら
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コンパクトの利点



コンパクト その本質

PROCESS



コンパクト その本質



医師が近ければ対話、質問もされやすく非常に刺激的である。

それは学習意欲の向上に繋がる。

看護師が近ければ薬のことを聞かれ、頼られる。

患者症状について看護師より得られる情報も良い勉強になる。

距離感の近さ ＝ 刺激の多さに繋がる



中小病院では地域包括ケア病棟をもつことが多い。

診療科別一般病棟と違い、様々な疾患・薬剤を投与中の患者さんの転院

がある。

幅広い薬剤の知識が生きる、頼られる。

「頼られる」は、やりがいに繋がる。

回復期病棟（地域包括ケア病棟、回復期リハビリテーション病棟）



中小の医療機関では多くのユニークな取り組みを行っている。

日本病院薬剤師会ホームページに掲載
https://www.jshp.or.jp/activity/guideline.html

施設の規模がコンパクトであれば組織上の決定も動きが早い。

結果、取り組みやすい、テストしやすい。

いち科学者として、学術・研究活動の自由度も。

新しい活動が生まれやすい、実行しやすい



地域の（もしくは全国の）ネットワークにより状況・情報交換。

自院で適用できる取り組みか？他の発想のヒントにもなる。

ネットの時代。自ら、どこからでも（海外からも）情報を入手し、

施設内で適用を考えられる。

地域の中小病院ネットワーク



04
日々の学び・研修

TRAINING ＆LEARNING



日々の学び・研修



入院患者さんが近い
症状チェックに動線が近いのは重要

入院患者さんの症状変化は早い。

変化をつかむには直接赴く、常駐、看護師との情報交換が重要となる。

病院全体でどういったことが起きているか？この把握もコンパクトな

施設では有利である。

保険診療の情報も得ることも可能。
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コンパクトの利点



認定、専門薬剤師の取得も可能

中小病院でも多くの薬剤師が認定や専門等の資格を取得。

各専門チームを設置し、薬剤師がチームを牽引する場合も。

診療報酬での後押しがある専門領域ではその活躍に病院も支援。

その取得を支援してくれる病院も。

コンパクトの利点
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ICT

NST
NST

ICT



NST

ICT



DI



あなたも
中小病院で“病院薬剤師”を実現しませんか

日本の大多数を占める中小病院。

そこには誠実に臨床症例をトレースしながら、患者と伴走し、

医師・看護師とともに治療を遂行する姿を具現化している臨床

薬剤師がいます。新しいことにチャレンジし、ジェネラルに、

時に専門的に活躍する・・・そんな薬剤師になりませんか
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